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1 はじめに 
 近年のユビキタス関連技術の進歩により我々は

いつでもどこでもコミュニケーションをおこなえ

るようになってきている．しかし，既存のコミュ

ニケーションをおこなうためのツールは，コミュ

ニケーションをとりたいと思った際に利用するも

のである．そのため相手の現在の状況が，自分が

望んでいる状況でなかったためにコミュニケーシ

ョンが発生しないことがある．たとえば，相手が

「席にいたら会いにいこう」，「大学にいたら書

類を渡したい」などのようなときである． 

一方で，ユーザの状況が変化した際に情報を提

供するシステムの研究も色々とおこなわれている

[1][2]．これらのシステムは，ユーザの状況が変

化した際に特定の情報を提供するものである．し

かしながら，これらのシステムはあくまでも情報

を提供するのみであり上述したコミュニケーショ

ンを支援することはできない． 

そこで我々は，ユーザから得られた行動情報を

メッセージ送信のトリガに利用したメッセージン

グシステムを構築した． 
 

2 ActionMessenger 
2.1 システム概要 

 本システムの概要を図 1 に示す．本システムは

Web サーバ上で動作する Web システムである．ユー

ザは PC 及び携帯端末を用いて本システムを利用す

る．本システムでは提案するメッセージングシス

テム以外の機能として，行動情報の閲覧機能を備

えている． 本システムは，各ユーザの情報を管理

しているアプリケーションサーバと各ユーザが登

録したメッセージを保存しているメッセージデー

タベース，そしてメッセージの送信を管理するメ

ッセージエージェントから構成されている．以下

にアプリケーションサーバ及びメッセージエージ

ェントについて説明する．  
 

(1)アプリケーションサーバ 

本サーバで管理している情報について以下に説

明する． 

行動情報 

行動情報とはユーザの行動を示している情報であ

る．本システムでは屋内位置情報，システムへの

アクセス情報の 2 種類を用いている．屋内位置情

報は，筆者らが所属する大学院に設置されている

赤外線を利用した屋内位置検出システムである． 

 

 

 

 
図 1 システム概要図 

 

パーソナルネットワーク 

パーソナルネットワークとは自分を中心とした人

間関係である．本システムではシステム上でパー

ソナルネットワークを構築する必要がある．構築

したパーソナルネットワーク内のユーザとのみ行

動情報の閲覧及び ActionMessenger が利用できる

ようになっている． 
 

(2)メッセージエージェント 

メッセージエージェントは，(A)ユーザから新し

い行動情報が得られた時，(B)5 分間間隔の 2 種類

の間隔でメッセージデータベースを確認し，送信

条件を満たしているメッセージがあるかどうかを

確認している． 
 

2.2 メッセージングシステム 

2.2.1 入力項目 

ActionMessenger ではメッセージを登録する際に

以下の 8 項目を入力する必要がある． 
 

(1)送信ユーザ，送信先 

パーソナルネットワークに登録しているユーザ及

び自分自身にメッセージを送信することができる．

送信先として，大学・携帯電話のメールアドレス

及び Web システムの 3 種類から選択出来る． 
 

(2)メッセージの題名，内容 

送信するメッセージの題名及び内容． 
 

(3)指定ユーザ 
ActionMessenger: Messaging System using Action Information 
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(4)のメッセージ送信条件の条件を満たすユーザ．

パーソナルネットワークに登録されているユーザ
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及び自分自身から選択することが出来る． 
 

(4)メッセージ送信条件 

登録したメッセージを送信する条件として，ユー

ザ自身により行動情報を利用して設定することが

出来る．詳細は 2.2.2 節で述べる． 
 

(5)有効時間帯／(6)有効期限 

メッセージを送信する際の有効時間帯及び有効期

限を設定する． 
 

(7)送信回数 

登録したメッセージを送信する回数．設定できる

送信回数は，毎日 1 回・1 回～3 回の 4 種類である． 
 

(8)送信元 

メッセージを送信した際の送信元として，メッセ

ージを登録したユーザの PC または携帯のメールア

ドレスの 2 種類から選択することが出来る． 
 

2.2.2 送信条件の設定 

 本システムでは，メッセージの送信条件として

ユーザ行動を用いている．ユーザ行動とは，ユー

ザ自身により行動情報を元に設定した行動情報の

流れである．そして設定したユーザ行動を元にメ

ッセージの送信条件として (a)ユーザ行動が得られ

た際，(b)ユーザ行動が一定時間得られなかった際

の 2 種類からまず選択をする．送信条件の設定画

面を図 2 に示す．図 2 を参照しながら以下に(a)(b)
それぞれについて述べる． 
 

 
図 2 ユーザ行動の設定画面 

 

(a)ユーザ行動が得られた際 
図 2 をもとにユーザ行動の設定方法について説明

する．(1)利用する行動情報として屋内位置情報，

アクセス情報のどちらかを選ぶ．(2)選んだ行動情

報から行動情報の詳細を選ぶ．屋内位置情報であ

れば，指定ユーザの研究室などの任意の場所であ

る．(3) (1)及び(2)を設定したら，設定した行動で終

わりにしユーザ行動として登録をおこなうか，次

の行動をさらに設定するかを決める．以上の動作

をおこないユーザ行動を登録する．登録されたユ

ーザ行動の例を図 3 に示す． 
 

 
図 3 登録ユーザ行動の例 

(b)ユーザ行動が一定時間得られなかった際 
(a)と同様に(1)から(3)の動作をおこないユーザ行動

を設定する．そして，設定したユーザ行動が得ら

れない時間を設定する．  
 
以上の(a)または(b)によりユーザ自身により送信条

件を設定することが出来る． 
 

2.3 メッセージ送信の流れ 

メッセージングシステムの利用の流れについて

以下に説明する．まずユーザ B が，ユーザ行動と

して「指定ユーザの研究室以外の位置，指定ユー

ザの研究室の順に位置を検出」と設定する．そし

て，設定したユーザ行動を利用しユーザ A を指定

ユーザとしてメッセージを登録する．ユーザ A に

関する行動情報は，逐一アプリケーションサーバ

上に送信され保存される．ユーザ A の行動情報が

得られると，メッセージエージェントがメッセー

ジデータベースを確認する．メッセージデータベ

ース内にメッセージ送信条件を満たすメッセージ

があれば，そのメッセージデータを取得する．そ

して，指定されたユーザに指定された形式でメッ

セージを送信する．送信されたメッセージの例を

図 4 に示す．システムから送信されたことが分か

るようにメッセージの内容の最後にテンプレート

が追加される． 

 
図 4 メッセージ例 

 

3 おわりに 

 本稿では，新たなメッセージの送信形態である

ユーザの行動情報を利用したシステムを提案した．

本システムにより，従来発生しづらかったコミュ

ニケーションを支援することが可能になると考え

られる． 
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